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第
１
２
７
回 

 

学
テ
正
答
率
低
い
層 

格
差
２
倍 

 
 

 
※
２
０
２
５
年

月
の
毎
日
新
聞
記
事
を
元
に
し
た
文
章
で
す
。 

校
閲
し
、
直
す
べ
き
と
こ
ろ
を
指
摘
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

 

文
部
科
学
省
は
２
０
２
５
年
９
月

日
、
４
月
に
実
施
し
た
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
（
全
国
学
力
テ
ス
ト
）
の

都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
別
結
果
一

覧
を
公
表
し
た
。
公
立
校
で
正
答
数
の

多
い
層
が
占
め
る
割
合
を
比
べ
る
と
、

自
治
体
に
よ
っ
て
最
大
で
２
倍
の
開
き

が
あ
っ
た
。 

 

学
び
に
困
難
を
抱
え
る
児
童
生
徒
へ

の
支
援
に
地
域
差
が
生
じ
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
。
全
国
平
均
と
比
べ
る
と
最

大
１
・
５
倍
で
、
文
科
省
は
「
大
き
な

差
と
は
認
識
し
て
い
な
い
が
、
正
答
数

の
少
な
い
層
の
底
上
げ
に
向
け
た
取
り

組
み
を
続
け
た
い
」
と
し
て
い
る
。 

 

公
表
さ
れ
た
の
は
、
小
学
６
年
の
国

語
、
算
数
、
理
科
と
中
学
３
年
の
国
語
、

数
学
の
自
治
体
ご
と
の
平
均
正
答
率
。

始
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
た
中
学

理
科
は
項
目
反
応
理
論
（
Ｉ
Ｒ
Ｔ
）
を

用
い
た
ス
コ
ア
を

点
刻
み
で
示
し

た
。 

 
中
学
理
科
を
除
く
５
教
科
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
正
答
数
に
よ
っ
て
四
つ
の
グ
ル

プ
に
分
け
、
正
答
数
が
多
い
方
か
ら
順

に
Ａ
～
Ｄ
層
に
分
類
。
中
学
理
科
は
、

Ｉ
Ｒ
Ｔ
ス
コ
ア
が
高
い
方
か
ら
バ
ン
ド

（
区
分
）
５
～
１
に
分
け
た
。 

 

Ｄ
層
が
占
め
る
割
合
で
差
が
最
大
に

な
っ
た
の
は
小
６
の
各
教
科
。
い
ず
れ

も
Ｄ
層
が
最
多
だ
っ
た
沖
縄
県
と
、
国

語
で
Ｄ
層
が
最
少
だ
っ
た
秋
田
県
、
算

数
と
理
科
で
最
少
だ
っ
た
さ
い
た
ま
市

を
そ
れ
ぞ
れ
比
較
す
る
と
沖
縄
県
が
２

倍
多
か
っ
た
。
沖
縄
県
と
全
国
平
均
を

比
べ
る
と
、
国
語
は
１
・
２
倍
、
算
数

は
１
・
５
倍
、
理
科
は
１
・
４
倍
だ
っ

た
。 



 2 / 2 

 

 
中
３
の
国
語
、
算
数
で
Ｄ
層
が
最
多

だ
っ
た
の
は
沖
縄
県
。
国
語
で
Ｄ
層
が

最
少
だ
っ
た
秋
田
県
、
数
学
で
最
少
だ

っ
た
さ
い
た
ま
市
と
比
べ
る
と
、
Ｄ
層

の
割
合
は
沖
縄
県
が
１
・
８
～
１
・
９

倍
の
多
さ
だ
っ
た
。
全
国
平
均
と
の
比

較
で
は
１
・
４
～
１
・
５
倍
の
開
き
が

あ
っ
た
。
理
科
で
区
分
１
と
２
が
最
も

多
か
っ
た
堺
市
と
、
最
も
少
な
か
っ
た

福
井
県
を
比
べ
る
と
１
・
８
倍
の
差
が

あ
り
、
堺
市
と
全
国
平
均
で
は
１
・
４

倍
の
違
い
が
出
た
。 

 

Ｄ
層
や
区
分
１
と
２
の
割
合
は
、
自

治
体
ご
と
の
平
均
正
答
率
や
平
均
ス
コ

ア
と
も
ほ
ぼ
連
動
し
て
い
た
。
正
答
率
・

ス
コ
ア
は
ほ
ぼ
例
年
通
り
、
北
陸
の
各

県
や
秋
田
県
が
上
位
に
入
っ
た
が
、
こ

れ
ら
の
県
は
共
通
し
て
Ｄ
層
や
区
分
１

と
２
の
割
合
が
低
か
っ
た
。 

 

学
力
テ
ス
ト
で
は
、
保
護
者
の
学
歴

や
年
収
を
示
す
指
標
と
さ
れ
る
「
社
会

経
済
的
背
景
（
Ｓ
Ｅ
Ｓ
）
が
低
い
ほ
ど
、

正
答
率
や
ス
コ
ア
が
低
く
な
る
傾
向
に

あ
る
こ
と
が
既
に
判
明
し
て
い
る
。
一

方
、
文
科
省
が
今
回
初
め
て
実
施
し
た

分
析
で
は
、
石
川
や
福
井
、
富
山
、
秋

田
な
ど
の
各
県
で
は
Ｓ
Ｅ
Ｓ
が
低
い
グ

ル
ー
プ
で
も
Ｄ
層
が
相
対
的
に
少
な
か

っ
た
。 

 

文
部
省
は
「
Ｄ
層
の
割
合
は
全
国
の

傾
向
と
大
き
な
差
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な

い
。
学
力
に
大
き
な
地
域
差
は
な
い
」

と
み
る
。
そ
の
上
で
、
一
人
一
人
に
寄

り
添
っ
て
基
礎
基
本
を
徹
底
さ
せ
た

り
、
主
体
的
な
授
業
作
り
を
浸
透
さ
せ

た
り
す
る
取
り
組
み
が
Ｓ
Ｅ
Ｓ
の
低
い

グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
も
効
果
を
生
ん
で

い
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、
各
自
治

体
で
の
取
り
組
み
を
促
す
。 

 

文
科
省
は
従
来
、
都
道
府
県
・
政
令

市
別
の
正
答
率
を
分
析
結
果
と
同
時
に

公
表
し
て
き
た
が
、
今
回
は
全
国
の
平

均
正
答
率
と
分
析
結
果
を
先
に
公
表
し

た
。
各
自
治
体
ご
と
に
詳
細
な
分
析
を

加
え
る
と
と
も
に
、
平
均
正
答
率
に
過

度
な
注
目
が
集
ま
っ
て
自
治
体
間
競
争

が
過
熱
す
る
こ
と
を
避
け
る
狙
い
が
あ

る
。 

    


